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１．研究目的 
 
本研究は、シンガポールにおいて、ハングリー・ゴースト・フェスティバルと呼ば
れる陰暦（農歴）７月に街中で展開される、儀礼と儀礼芸能について、ハングリー・
ゴースト・フェスティバルの概念と実践の変化について明らかにすることを目的とし
たものであった。 
基本的には華人の習慣であったとされる諸儀礼と芸能は、ローカルに展開した祝祭
的実践のもと、かつては観光局が観光資源としてアピールするほどであったが、現在
は実践をめぐって問題を抱え、実践の姿が変わったと言われる。本研究では、そうし
た問題と実践の変化を歴史的、共時的なアプローチを通して分析し、人々と儀礼、儀
礼芸能が街や時代といかに共生しているのかを明らかにしようとした。 
 
２．研究方法 
 
本研究は主として、文献収集、関連資料収集（歴史学的アプローチ）とフィールド
ワークを中心とする文化人類学的アプローチによって行われた。歴史的・共時的アプ
ローチに加え、地理空間的特色を加味して、立体的な、複合的な研究を行うことをめ
ざしている。 
文献収集は主として日本、シンガポール、台湾、インドネシア、マレーシアで行い、
関連資料収集はシンガポールの国立図書館ならびに関連諸団体において行った。フィ
ールドワークは主としてシンガポールで行うが、周辺国にわたる関係性の調査につい
ては、当該の諸団体の紹介のもと、本年度はマレーシアで行った。 
 
３．研究成果と公表 
 
（１）得られた成果 
本研究の成果は、2016年 3月末に刊行したアウトリーチ用のパンフレットを作成したので、こ
こでは概要についてのみ述べる。 
 
①シンガポールのハングリー・ゴースト・フェスティバルとは 
農暦（陰暦）7 月には地獄の門が開き、この世に死者が帰ってくると言われる。祖先の霊とと
もに、病や不慮の事故で亡くなった人の霊、子孫がなくさまよえる孤魂（これを鬼と呼ぶ）にな
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ってしまった霊もこの世に帰ってくるとされることから、この時期、特に中元の日（陰暦 7月 15
日）を中心として、これらを祀り、供養して救済し、天界・死後の世界へと送り返す儀礼として
超度（普度、普渡）／盂蘭盆会（盂蘭勝会）が行われる。そしてこの時期は、死者の霊魂を迎え
お祀りするとともに、生者と死者が共に楽しむ期間ともなる。 
この１ヶ月を鬼節、中元節などと呼ぶが、英語ではこの伝承と儀礼にちなんで、陰暦の 7 月を
ハングリー・ゴーストの月（鬼月）、普渡儀礼をハングリー・ゴースト・フェスティバルと呼ぶ。
ただし厳密に言葉が使い分けられているわけではなく、季節自体もハングリー・ゴースト・フェ
スティバルと呼ばれることがある。 
シンガポールにおけるハングリー・ゴースト・フェスティバルは、同じような概念と慣習をも
つ地域と比較して、少々特殊である。隣のマレーシアでは、儀礼を中元の日に行うが、シンガポ
ールの場合、忙しい人々のスケジュールや、狭い土地の共同利用などの都合にあわせ、特に中元
の日にこだわらず、儀礼の日程をこの１ヶ月の間、あるいはその前後の週末も含めて設定する（も
ちろん、厳密に特定の日に定めている場合もある）。また台湾などでは、さまよえる霊魂たちが街
を徘徊するので陰暦 7 月には慶事を慎む、すなわち派手なことは行わずなるべく家で静かに過ご
すとのことだが、シンガポールでは慶事は慎まれても儀礼を盛大に行うため、まるで祝祭月間が
やってきたような騒々しさとなる。 
 
②シンガポールにおける宗教意識 
近年でこそ、道教総会、道教協会などが設立され、道教という枠組みが認識されるようになっ
てきたが、シンガポールで普度儀礼を行う多くの寺廟では、慣習的に道教的な要素と仏教的な要
素の両方が見られた。ルーツとして中国の特定の寺廟を認識する寺廟や、マレーシアなど各地の
寺廟とのつながりをより強く認識する寺廟、シンガポールで童乩によって設立された寺廟など、
その形態はさまざまだが、この地に人々と信仰が渡ってからは、この地の神々を習合し、独自の
シンクレティズムの様相を見せる。 
実際、統計上の都合もあり、仏教と道教の区別をする必要がある場合があるのだが、この違い
を区別するのに悩む人は多い。善堂で儀礼の執行に携わる人に、「あなたの宗教はなんですか」と
問うと、ずいぶん悩んだ上で「仏教、かな？」などと答えることもある。また広東系のとある寺
廟では、普渡儀礼の際、道士による儀礼と仏教の僧侶による儀礼を平行して行い、儀礼の最後に、
奈何橋（死後の世界へ渡る橋）を渡る段になると、橋のたもとに仏教の僧侶が控え誦経する中、
道士の導きで位牌が橋を渡っていく、などといった風景が出現するのである。これらの人々が仏
教と道教のどちらの信者なのかは、当事者にとっても難問である。 
最近シンガポールでも台湾を経由して入ってきたチベット仏教の集団や、タイやスリランカな
どから僧侶を招く上座部仏教の集団に参加する人々、あるいは日本から入ってきた仏教系の新宗
教などが人気だが、これらの人々が明確に「仏教」と答えるのとは対照的である。 
 
③儀礼と戯劇、歌台、ディナー、オークション 
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ハングリー・ゴースト・フェスティバルの儀礼は、普度儀礼だけが行われるシンプルな場合も
あるが、多くの場合は、その前後にいくつものプログラムがついていることが多い。また土地所
有の制限されたシンガポールで広い会場を確保するのが難しいことから、儀礼の会場と、それ以
外の付随して行われるものとで会場が異なることも多々ある。付随して行われるものとしては、
戯劇などのほか、それに代わって用いられるようになった歌台などの芸能のほか、大規模なフル
コース料理の出る食事会、資金集めのためのオークションなどがある。食事会とオークションは
同時に行われることも多く、寺廟コミュニティが用意し神明の祝福をうけた品々が、福物として、
通常の値段よりはるかに高額な値段で競り落とされていく。金額の末尾が縁起を担いで 8 となっ
ている金額で競り落とされることが多い。また普度儀礼と前後して、それらの寺廟が祀る神明の
千秋を祝うこともある。そうした千秋の際、なかには神明が童乩に降りてきて、人々に祝福を授
けてくれたり、運勢を変えてくれたり、運や財産を補填してくれるような儀礼を行う場合もあり、
人々が救いを求めてテントに集まってくることもある。まさらには、そうした千秋の儀礼の際に、
童乩に降臨した神明（特に地界の神明である大二爺伯であることが多い）が芸能とディナーを人々
とともに楽しむこともあり、その場には、この世とあの世がつながり、重なり合う不思議な空間
が生まれる。 
 
本研究のアウトリーチ用資料ではこの後に、道教的な要素の強い儀礼と仏教的な要素の強い儀
礼について概要を記した。 
 
（２）国内外における位置づけとインパクト 
本研究は、シンガポールでもその存在はしられていながらも、現実にそこで何がおこっている
のかは知られていなかったが、多くの人々の実践に寄り添ったフィールドワークを行った結果、
それらが単一な現象なのではなく、多元的で多様な現象であることを示すことができた。シンガ
ポール国内でも、網羅的にこれらの儀礼を示した研究はないことから、研究の成果はシンガポー
ル国立図書館に寄贈するなどして、シンガポール国内の研究者にもシェアする必要があると考え
る。 
また日本国内においても、ハングリー・ゴースト・フェスティバルの時期に、シンガポールの
街中のテントで何かが起こっていることは知られていても、アウトリーチ用資料に示したような
豊かな実践が行われていたことについて、丹念なフィールドワークで実証的に示した例はなく、
その意味で大きな意義があったといえる。さらに日本では、この儀礼が仏教におけるお盆と施餓
鬼の関係性に非常に近いことから、研究者以外の人々にも理解しやすいものであったことが研究
成果の配布時にわかった。アウトリーチ用の配布資料は少ない部数しか印刷していないため、多
くの人々に届けるのは困難かもしれないが、日本に暮らし、生きる人々にとっても、興味をもっ
て自らの文化体験を見直してもらうきっかけになるのではないかと思う。 
 
（３）今後の課題、展望 
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本研究では共時的な観点から、現在、シンガポールの街で何がおこっているのかについて、あ
る程度の詳細な調査ができたが、当該年度に調査ができなかったいくつかの寺廟における儀礼と
芸能もあり、それらは今後の課題として残された。 
また今回は道教と仏教という分析枠を用いたが、それぞれ言語集団（方言）ごとの実践の違い
については、その詳細を調査することができなかったため、これも今後の課題として残されてい
る。さらにこの問題に関連していうならば、言語集団や「民族」の枠を超えた実践も増える中、
それらがどのように人々の実践の中に立ち現れているのか、という点について、さらなる調査が
必要である。 
また、歴史的観点と空間的な広がりについては、予算と時間の制約から、今回は十分な調査が
できていない。これらも今後の研究課題として取組続けていく予定である。 
 
（４）本研究課題の成果についての公表実績、公表予定、公表手段 
①公表実績 
本研究の成果は、2015年度中に以下のとおり公表された。 
学会発表：2015年 11月 華僑華人学会 特別シンポジウム 
学術出版：2016 年 3 月 「シンガポールのハングリー・ゴースト・フェスティバルとスペ
クタクル化する儀礼」津田浩司、櫻田涼子、伏木香織編『華人という描線――行為実践の
場からの人類学的アプローチ』風響社、p.225-273. 
アウトリーチ用（一般公開用）パンフレット（100部印刷）： 
2016年 3月「シンガポールのハングリー・ゴースト・フェスティバル」 
*寄贈先：本学図書館（10部）、関連する分野の研究者（30部）、 
シンガポールの研究協力者（15部）、その他一般の方々（5部） 
特別授業：2016年 2月 シンガポール南洋工科大学 
 
②公表予定 
・アウトリーチ用パンフレットの配布 
今後の配布予定：文化人類学会大会、東南アジア学会大会、その他学会大会、研究会での配 
布を予定 
・2016年 6月 The Association for Asian Studies in Asia 2016 (AAS in Asia) 
・2017年 IUAESでの研究発表を計画中 
・未発表の部分については、論文としてまとめ、学術ジャーナルへの投稿を検討している 
